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「エコメッセちば2025」は、令和７年度ちば環境再生基金「環境活動見本市」の助成を受けて実施しました。
https://www.ecomesse.com エコメッセちば2025
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第31回「エコメッセちば」開催のお知らせ
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2026年10月10日（土）オンライン開催【エコメッセHP】
　　　　　　11日（日）会場開催【幕張メッセ国際会議場】

募集要項など詳細は、2026年４月に発表予定です。
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毎日新聞社千葉支局
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東京新聞千葉支局

日本経済新聞社千葉支局

時事通信社千葉支局

共同通信社千葉支局

（株）ベイエフエム
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日刊工業新聞社千葉支局
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チーバくん

BSC実行委員会

（株）テクノリライブ

生活協同組合コープみらい

千葉県生活協同組合連合会

（株）京葉銀行

（株）千葉銀行

（株）千葉興業銀行

（一社）千葉県経済協議会

（一社）千葉県環境保全協議会

（一社）千葉県産業資源循環協会

NPO法人もったねえよいちはら

三番瀬写真展実行委員会



開催概要

　いつも「エコメッセちば」へご出展、ご協賛、ご後援、ご来場、ご支援をいただき、ありがとう
ございます。今回は、30回の記念すべき開催となりました。これまで多くの皆さまに、ご支援いた
だいた賜と感謝しております。
　おかげさまで、10月18日（土）オンライン開始、19日（日）幕張メッセ国際会議場で会場開催いた
しました。会場には多くの親子、若者であふれ、出展団体との交流や体験など盛況でした。
　開催の様子等を報告書にまとめましたのでご覧ください。また、「エコメッセ30年の歩み」も掲
載しました。エコメッセ開催当初から目指した「持続可能な社会」。これからも「自分ごと」とし
て行動するきっかけを「エコメッセちば」で提供していきたいと思います。
　オンライン出展団体の紹介及び団体インタビューは、「エコメッセちば2026」開催前日まで配信
いたします。今後とも「エコメッセちば」をよろしくお願い申し上げます。

エコメッセちば実行委員長　桑波田 和子
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第30回エコメッセちば2025 開催のお礼

*1 オンライン開催 *2 オンライン出展者数 *3 視聴者数（2020.12.31 時点） *4 視聴者数（2022.1.31 時点） *5 オンライン＋会場開催  *6 視聴者数（2023.1.31 時点） 
*7 視聴者数（2024.1.31 時点） *8 視聴者数（2024.12.31 時点）*9 視聴者数（2025.4～12）
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出展団体数・来場者数推移

　ビンゴカードは、エコメッセにちばに来場された方が、カードを
活用して、多くの出展団体のお話を聞き、体験などを通して、環境
への気づき、やる気を持ち帰って欲しいと来場者等に配りました。
　配布可能な枚数は600枚でしたので、家族に１枚、午前と午後に分けて配布
しました。カードは２種類のビンゴに挑戦出来ます。SDGsカードは、各出展
団体の掲示が頼りです。エコメッセ体験ビンゴは、屋外、国際会議室、202室
や203室なども記載し体験してもらえるようにしました。
　ビンゴは、各出展団体の方のお話を聞いてシールをもらう方式でした。１列
でもビンゴは完成するのですが、全てに挑戦する方も多くありました。結果、
出展団体者アンケートに「多くの来場者があり、良く聞いて頂いたと」感想が
ありました。
　ビンゴの景品は、出展団体からご提供頂き全て配布させて頂きました。ビン
ゴ抽選会は、午前と午後の２回開催しました。抽選会参加資格は、ビンゴ大賞
抽選表のアンケートに記載し投票箱に入れます。子どもから大人が見守る中、
１位から３位まで決まりました。
　今年は当選された方が抽選会場に不在
で抽選会の回数が増えて、当選のチャン
スが広がったかな？とは思います。
　抽選表のアンケートからも多くの出展
団体での体験など活発だった様子が見え
ました。

・有限会社エムエスイー

・きみつオーガニックマルシェ

・房総ガス協議会 環境部会

・千葉県地球温暖化防止活動推進センター/
　千葉県地球温暖化防止活動推進員

・千葉市 脱炭素推進課

・（公財）日本生態系協会

・千葉大学 予防医学センター

・千葉大学 環境ISO学生委員会

・（株）千葉銀行

・（株）千葉興業銀行

・（一社）千葉県環境保全協議会

・千葉市消費生活センター

・日本大学 生産工学部 環境安全工学科

・千葉県 文化振興課

・PRIYO handicrafts

・SOFNY

・（特非）環境パートナーシップちば

ビンゴ景品ご提供団体さま
（順不同）

ご協力
ありがとう
ございました

☆蜂蜜はミツバチ１匹が生涯採ってくる蜜の量がスプーン１杯
　にも満たない事、季節の花が咲く時期に蜜を採ってくる事で
　味や風味が随分異なる事。

☆縄文時代の貝塚から大量に発掘されているイボキサゴが、現
　代では邪魔者扱いの未利用である事から、出汁に利用する事
　で６次産品化、一部を福祉団体へ業務発注している事。

☆生産国の労働者に適正な対価を支払おうと行っているフェア
　トレードコーヒーの販売を通じて、空き家や空き地・有休ス
　ペースの有効活用、自立支援や就業支援にも繋がっている事。

☆無農薬綿花の栽培から作られた布製品が、洗剤なしでもきれ
　いに洗えるクロスやタオルになり、肌に優しくアレルギー対
　策にも有効な事。

☆チーバくんイラスト入りの丈夫な米袋を利用してバッグなど
　を作成、特別支援学校での自立支援づくりの一環になってい
　る事。

☆地産地消の農産物が、障がい者の雇用支援になっている事。

☆千葉県内には地産地消が可能な農産物・海産物が豊富にある
　という事。

☆栽培に手間暇がかかるオーガニックな農産物から、環境にや
　さしくこどもでも安心して口にできる食品や料理・スイーツ
　を提供しているお店や会社がある事。

　地産地消・オーガニック・環境配慮・フェアトレードなど、
SDGsの趣旨に賛同してくれる企業や団体に出展を呼びかけ、
昨年より２店増え９店が集まりました。
　単にお店や団体の商品を知って購入してもらうだけでなく、
企業や団体活動が持つ多様な目的やそれらがもたらす効果を、
出店者自らが購入者に対して直接伝えることができることが
マルシェの良いところだと感じます。

食べて
、
飲んで

、
使って

SDGsマルシェSDGsマルシェ

　それらを支える多様な企業や団体がある事を
知ってもらえると嬉しいです。

まわっ
て、
集めて

、
ゲットし

よう

パートナーシップビンゴ！！パートナーシップビンゴ！！

実行委員会企画・協賛イベント
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実行委員会企画・協賛イベント 実行委員会企画・協賛イベント

　今年のユース企画は、「もったいないものバスターズ
～ようこそハロウィンフェスティバルへ～」をテーマに
実施しました。
　参加者は “おばけ退治”を行うバスターズになって複数
の企画を巡りました。学生が運営する各企画を巡ってヒ
ントを集め、謎解きやクイズを解いておばけを倒し、お
菓子を獲得するという仕組みで、楽しみながら環境問題
について学べるように工夫しました。
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ユース企画：学生団体おりがみ

　7つもの企画を同時に運営するのは大変でしたが、整理券の電子化や家庭にある材料の活用など、学生自身も
環境に配慮してイベントを実施するよう心がけました。また、多様な体験を通して、参加者の皆さまが楽しみ
ながら環境を考えるきっかけを得られる企画になったと思います。

国際班企画では、真っ白な骸骨に来場者の方が家庭ゴミを
貼り付け、メキシコのカラフルな骸骨を作るワークショップ
を行いました。
　メキシコのリサイクル率が日本より低いことなどを紹介し、
ゴミから新しい作品を生み出す体験を提供しました。

教育班企画は、千葉県を模したモニュメントに貼られた
ゴミを使ってハロウィンスノードームやキャンドル作りな
どを行いました。
　また、ゴミの分別ゲームを通して正しい分別方法につい
て学んでいただき、「楽しかった」「分別が分かった」など
の声が寄せられました。

ペットボトルキャップキーホルダー企画では、普段
は捨ててしまうキャップにビーズやラメで装飾し、レジンで
固めてキーホルダーを作る体験を行いました。
　自分だけの作品を作れる楽しさから、子どもだけでなく大
人の方にも人気で、身近なものをリユースする大切さを伝え
ることができました。

シーグラス企画では、海岸に落ちているシーグラスを使
いアート制作を体験していただきました。
　シーグラスが持つ見た目の美しさに興味を持つ子どもが多
かったのですが、実は捨てられたガラスのかけらであること
を伝えることで、海
洋ごみ問題やリサイ
クルへの関心を高め
る機会となりました。

仮装体験企画では、ハロウィン要素と古着を組み合わせた
ワークショップを行いました。
　株式会社ZOZO様の協力により、子どもたちは古着を活用
したリボンや飾りを使ってリメイク体験を行うことで、古着
が抱える環境問題について学ぶことができました。
　当日は75名の子どもたちがこのリメイク体験に参加し、に
ぎやかな企画となりました。

クイズ企画は、受付で配布したクイズ用紙をもとに各企画
を巡ってヒントを集める形式のクイズを制作しました。複数
の短い答えを組み合わせて新しい言葉を作る構成で、企画に
参加しないと解けない難しさもありましたが、形式を工夫し
たことで環境問題を楽しく伝えることができました。竹迷路企画は、地域で問題になっている放置竹林の竹を有効活

用しようと、約100本の竹を使った迷路を制作しました。
　支柱の固定方法や材料の確保には苦労しましたが、安全性と耐
久性を確保するために試作を重ねました。
　当日は子どもが
竹にぶつかっても
倒れることはなく、
迷路の途中で竹に
関するクイズを取
り入れたことで、
楽しく学んでいた
だけました。

　今回は、（一社）千葉県資源循環協会の有志にも協力して頂き、空き缶400個
を用意して空き缶つぶし大会と空き缶タワー作りを行いました。
　未就学児などではうまく缶を踏み潰せないので、それを想定して積み重ねる
タワー作りも行う事にしました。シンプルに踏んだり積み重ねたりする事でも、
意外と夢中になって楽しんでくれるんだと感心しました。
　概ね好評でしたが、空き缶潰しでは空き缶を踏む回数、タワー作りでは積み
上げる時間に特に制限を設けなかったので、若干滞留してしまう事があった事
と、景品をもう少し多めに用意した方が良かったかな、というのは反省点です。
　次回もやるのであれば、空き缶潰しは１回だけ、タワーは５分程度で交代す
るくらいが良いかと思います。

缶つぶし大会
積み上げチャレンジ
缶つぶし大会
積み上げチャレンジ

踏んで
、
つぶし

て、
回収しよ

う

もったいないものバスターズ！
～ようこそ！ハロウィンフェスティバルへ～
もったいないものバスターズ！
～ようこそ！ハロウィンフェスティバルへ～

まわっ
て、
体験し

て、
遊ぼう
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　本イベントは、「自分や家族のみんなが環境を守るために広めていきたいこと
や目標」をかるたの読み句にし、その読み句を使ったかるたで遊ぶことで、参加
者に楽しくごみ問題を考えていただき、継続的に環境に配慮した行動の実践に繋
げることを目的に開催しました。
　読み句については、市内小学校６校（令和7年度千葉市環境学習重点実施校）の
児童に「あ行」から「は行」で始まる読み句を考案していただき、その中から選定
された30 句をかるた大会で活用しました。
　当日は、選定句を考案した児童及びご家族に大勢ご来場いただき、会場からあ
ふれんばかりの盛況ぶりでした。そして、そんな児童たちの応援に駆けつけてく
れました県立千葉高等学校競技かるた部によるデモンストレーションでは、生で
観る競技かるたに大きな歓声があがっていました。
　また、「ま行」以降の読み句については、ベイエフエム「ハートラック」（パー
ソナリティ：DJ KOUSAKU）などで一般募集した句から選定された47句を掲示し
投票を行いました。どの句も考案者の想いが込められていて、甲乙つけ難い様子
でした。
　午後にもたくさんの家族連れや友達同士でのご来場があり、延べ230名の方に
かるたを通じてごみ問題への行動変容を促せたのは大きな成果だと感じました。

環境かるた大会環境かるた大会
読んで

、
取って

、
学ぼう

主催：千葉市地球温暖化対策地域協議会

　子どもたちに、里山の楽しさを体験していただくため、
ちば里山センターと森林デザイン研究所が連携して、森と
草原をイメージした会場づくりを行いました。
　会場は、森のめぐみコンテスト、風船の大草原、
ゲームセンター「ドングリ」の3つのコーナーから
なります。

さわっ
て、
作って

、
遊ぼう

里山ワールド
～大草原とドングリの森～
里山ワールド

～大草原とドングリの森～

森のめぐみコンテストで
は、マツカサやドングリなど
の自然材料を使って、自由に
自分らしい作品を作ります。
ここでは、里山すごろくや木
の苗の配布も行いました。大
変盛況で、準備した木の苗は
昼過ぎには売り切れました。

ゲームセンター「ドングリ」
では、木の枝やクヌギのドング
リなどを使った４種類のゲーム
に挑戦します。

里山ワールドでは、ドングリを通貨と見立てて遊びます。
各コーナーの遊びは、ドングリ1個を支払うと参加できます。
1個のドングリをコンテストや昆虫採集、ゲームコーナーで
どんどん増やしていきます。最後にそのドングリで、いろい
ろな賞品を購入する仕組みになっていますので、子どもたち
は真剣に取り組んでいました。　

　国際会議室という、比較的大きめの空間を使えたので、子どもたちも身体を動かせ、
楽しめたと思います。参加者が予想を大きく上回りましたが、ボランティアさんが見事
に子どもたちに対応していただきました。途中、必要な物資が足らなくなり、宝探しな
ど一部の内容が変更となったのは残念でした。

風船の大草原は、約1500個の緑や黄緑色の風船の中で、
昆虫採集をするゲームです。子どもたちが草原の中を力いっ
ぱい駆け抜けて、虫に見立てた赤や黄色の風船を虫取り網で
捕まえる姿が印象的でした。

　会場の国際会議場入口前にて、次世代自動車（千葉県所有の燃料電池自動車MIRAI、
千葉県オールトヨタ所有の電気自動車bZ4X）の展示を行い、会場ロータリーでは、
千葉県オールトヨタのご協力のもと、来場者の方にMIRAI、bZ4Xを実際に運転いた
だき、幕張メッセの周りを走る試乗会を開催いたしました。
　次世代自動車は、ガソリン車などと比べて、燃料消費量や地球温暖化の原因となる
二酸化炭素（CO2）排出量が少ない環境に優しい車です。
　環境に優しい車を身近に感じる機会を、これからも提供していきたいと思います。

出展：千葉県温暖化対策推進課、千葉県オールトヨタ次世代自動車展示・試乗会次世代自動車展示・試乗会
見て、乗って

、
体験しよ

う

■参加者の声
　試乗していただいた方からは、
「加速が力強い」「とても静か」（MIRAI、bZ4X）や
「走りが滑らか」（MIRAI、bZ4X）、「車高が高い分
視線も高くて、視界が広く運転しやすい」（bZ4X）
というご意見をいただきました。

主　　　催：千葉県
受託事業者：（特非）環境パートナーシップちば

　千葉県では、「千葉県環境学習等行動計画」において「ちばの未来を創る『行
動する人づくり』」を目標に掲げており、環境活動をリードする若手人材の発掘・
育成を図ることを目的に「若者が主役の環境保全活動アイデアコンテスト」を開
催しました。
　今年で３回目となるこのコンテストは、主に20代までの若者が主体となる団
体が環境保全に関するアイデアを競うもので、優秀なアイデアには実際に活動
することを条件に最大50万円の賞金を交付し、活動への支援を行うこととして
います。
　今年は、13団体の応募がありました。テーマは、温暖化防止、空き家対策、
街づくり、環境と健康など分野がひろがり、千葉県の独自の課題などもありま
した。そのうち書類審査を通過した５団体によるプレゼンテーションがエコメッ
セちば2025で行われました。

見て、聞いて
、
投票しよ

う
若者が主役の
環境保全活動アイデアコンテスト
若者が主役の
環境保全活動アイデアコンテスト

　審査委員長を務めた東京都市大学大学院 佐藤真久教授は、優勝者K.LABのメッセージを引用し、
「すべてのアイデアが、地球全体をハッピーにするアイデアだった。敬意を込めて応援していく」
と講評されました。
　令和8年2月28日（土）には、千葉県教育会館にて当コンテストの受賞者活動報告会を開催します。
こちらも観覧いただき、活動する若者達への応援をよろしくお願いします。

1

２

３

K．LAB（ケイラボ）
「キョンの胃から作る、未来のペットサプリ革命」
安房拓心サトウキビ組合
「サトウキビの栽培・有効活用～FARM TO FUTURE～
　子どもから大人まで地域で作る新たな産業」
ビーチバ
「海岸keep and clean 大作戦」
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団体インタビュー団体インタビュー

　インタビューは、成田国際空港内の見学とインタビューを組み合わせた形式で
行いました。

　空港内見学では、ランプセントラルタワーなど、様々な施設についてご案内し
ていただきました。説明を通じて、空港運営を支える施設の役割や機能を具体的
に理解することができたため、非常に貴重な学びの機会となりました。
　また、リサイクルプラントの見学では、滑走路工事などで発生した砂利やコン
クリート廃材を機械で処理し、新しい資材として再利用していることを知り、サ
ステナビリティを重視した運営を実際に感じることができました。

　インタビューでは、成田国際空港の将来的目標、脱炭素化の取り組み、資源循
環の取り組みについて伺いました。特に印象に残ったインタビューは脱炭素化の
取り組みについてです。
　脱炭素化の取り組みとして、持続可能な航空燃料であるSAFの導入を積極的に
進めています。SAFは化石燃料に依存せず、廃食油や木くず、古紙など身近な資
源を原料として製造され、従来のジェット燃料と比べてCO₂排出量を大幅に削減
することができます。
　また、「成田空港のプラスチック・スマート」宣言に基づき、紙製・木製スト
ローの導入や環境配慮型バッグへの切り替え、100％リサイクル素材のペットボ
トル使用などが進められています。

成田国際空港様へインタビューを実施

　エコメッセちば2025団体インタビューでは、成田国際空港株式会社様へ伺わせて頂きました。
また、インタビューを元にショート動画を作成し、エコメッセちば公式YouTube チャンネル、
公式Instagram、公式Xへ投稿して若年層への情報発信を行いました。

・・・おわりに・・・
今回の団体インタビューを通じて、環境についての理解・関心が学生一同大きく強まることができました。
団体インタビューをさせていただきました成田国際空港株式会社様、団体インタビューにご協力いただき
ありがとうございました。今回の経験を今後の活動に生かしていきます。

会場出展

千葉県 企業局

千葉県営水道マスコットキャラクター「ポタ
リちゃん」と一緒に千葉県企業局のSDGｓの
取組を紹介するパネル展示や浄水処理実験、
動画上映を行いました。

千葉銀行＆法テラス千葉

201会議室Bで、「こどもお金すごろく」「誰
もが司法にアクセスできる社会へ！弁護士た
ちの挑戦！」「誰でもできるお金の増やし方」
を開催しました。

千葉県立中央博物館

中央博物館の活動内容をポスター等で紹介し
ました。また、開催中の季節展と来年度開催
の特別展のテーマである深海生物に興味を
持ってもらえるよう、参加者に塗り絵等をし
てもらい、それを缶バッジにする体験イベン
トも実施しました。

千葉大学 予防医学センター

環境省「子どもの健康と環境に関する全国調
査」（エコチル調査）の活動紹介ポスターの
展示や研究成果のチラシ、リーフレットの配
布など行いました。社会福祉法人 あかね

点字名刺のアピールのために、点字を入れる
機械を持参し、お持ちの名刺またはチーバく
んの印刷されているカードに点字をお入れし
ました。また、使用済みの点字用紙から作成
したコースター等を配布しました。

タバコ問題を考える会・千葉(TMKC) 

タバコの使用・製造が引き起こしている様々
な社会課題について、SDGｓの17項目にあわ
せて分かりやすく紹介しました。小さいお子
さんから参加できるクイズやポスターの展示
等を行いました。

千葉県 健康づくり支援課

個人が意識的に努力しなくても、日常生活の
中で誰もが無理なく健康的な行動を促す「自
然に健康になれる環境づくり」を推進するた
め、「栄養・食生活」「身体活動・運動」「喫
煙」に関するリーフレット等を掲示しました。

千葉大NESO

千葉大NESOは2023年度のエコメッセで頂い
た賞金を活用し、子どもたちの「なぜ？」を
育む自由研究プログラムや、科学の楽しさを
体感できる体験型講座を実施しました。現在
も規模や活動内容を広げており、地域の企業
やNPO団体と提携したイベントも実施してい
ます。

千葉市子ども交流館

施設の見どころを紹介し、いらなくなったお
もちゃのカプセル等を使ったエコな材料で工
作をしました。ぴょこぴょこ動く不思議な石
を作り遊びました。

3.すべての人に健康と福祉を

4.質の高い教育をみんなに

6.安全な水とトイレを世界中に

ユース企画：学生団体おりがみ

＊団体インタビューは、
「エコメッセちば」の
ホームページで見るこ
とができます。
こちらの二次元コード
からアクセス

cエコネコ◯つやまあきひこ

cエコネコ◯つやまあきひこ
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会場出展会場出展

千葉工業大学 生命科学科 分子生態工学研究室

干潟・河川・湖沼を対象とした生物・水質・
水環境健全性調査および分子生態工学的手法
による水環境修復・保全研究のポスター発表
を行いました。

普段は目にすることのない下水道。 でも、下
水道は見えないところで私たちの安全・安心
で、快適な生活を支えています。汚水をすみ
やかに排除してくれる下水道。下水道が整備
されることで汚水が直接街に流れなくなるた
め、街が清潔に保たれ、ハエ・蚊等の害虫や
悪臭の発生も防ぐことができます。下水道に
ついて知って頂きたいことを紹介しました。

キャップドット

ボトルキャップアートです。ただし、キャッ
プ用のネジが付いた磁石に自分でキャップを
装着して描いていくものです。ブルーウオッ
シュやグリーンウオッシュにならないキャッ
プアートを楽しんでもらいました。

日本大学 生産工学部 環境安全工学科

環境安全工学科で行っている地球環境問題へ
の取り組みについて、研究室の活動をいくつ
かピックアップして紹介しました。その中で
も、持続可能な社会を基板としたものづくり
について体験型ブースを設置しました。

千葉県内において、従来型エネルギー（火力・
原子力エネルギー）から自然エネルギー＝再生
可能エネルギーへのシフト、地域に密着した
自然エネルギーを活用した持続可能な地域づ
くりを行うことを目的に、学習会やセミナー
を開催しています。その活動内容の紹介を行
いました。

「ガス」で出来る「エコ」な暮らしをテーマに、
エネファームなど最新の省エネガス製品をご
紹介しました。

千葉工業大学 文化会環境科学研究会

千葉県の印旛沼での水質調査結果について、
過去のデータ推移をまとめたポスター発表を
行いました。このポスターを通し、印旛沼の
水質について知ってもらいました。また、水
質調査やSDGsに関連したクイズ、水質調査
道具の展示を行いました。

有限会社エムエスイー

「クリーンエネルギーの勉強グッズ」の展示。
産業界の現場で使える蓄電池で３相200Vの
モーターを動かす実演。ｍSeで制作した蓄電
池（EnaBOX288）でできるこんなこと、あん
なこと！

自然エネルギーを広めるネットワークちば

IRIS

フィリピンのイロイロ村に関連したフェアト
レード商品を販売しました。私たちは、フェ
アトレードの中でも「国際フェアトレード」を
メインとしており、「フェアトレード」という
要素はもちろんですが、商品自体がとっても
魅了的なものです！

房総ガス協議会 環境部会

株式会社協同工芸社

【端材活用プロジェクトLEM】LEMは学生と
共創する看板の端材活用プロジェクトです。
・デザイン系学生に端材無償提供・端材ノベ
ルティで認知向上貢献・リユースワークショッ
プ開催・端材リユース活動啓発展示発表等、
端材リユース活動を紹介しました。

持続可能な社会へ羽ばた毛！プロジェクト
Green Sophia

羽毛ふとんやダウンジャケットを回収するボッ
クスを設置。回収した羽毛は河田フェザー(株)
の工場で洗浄・回復加工を行い、再び羽毛製
品の原料となります。羽毛リサイクルについ
てまとめた資料の展示や、羽毛に触ってもら
う体験などを通して、羽毛の良さやリサイク
ルする意義について体感していたきました。

持続可能な社会へ羽ばた毛！プロジェクト
成城大学 エシカル研究会 

持続可能な社会へ羽ばた毛！プロジェクト
河田フェザー株式会社 

３大学と共同で行う「持続可能な社会へ羽ば
た毛！プロジェクト」の一環で、羽毛製品の
回収や羽毛リサイクルの啓発活動を行いまし
た。

持続可能な社会へ羽ばた毛！プロジェクト
環境ロドリゲス 　

（公社）千葉県浄化槽検査センター/
（一社）千葉県環境保全センター

公益財団法人古紙再生促進センター

楽しみながら古紙の分別体験ができる「射的・
古紙分別ゲーム」を実施しました。参加者は
並べられた古紙を射的銃でねらい、当てた古
紙を種類別に分別ボックスに仕分けます。
参加者全員にリサイクルノートと雑がみ啓発
紙袋をプレゼントしました。

生活クラブ生活協同組合（千葉） 

持続可能社会を目指すため、生活クラブが取
り組む資源のリユース・リサイクル「グリー
ンシステム」やせっけん運動、でんきの共同
購入を紹介しました。

一般財団法人千葉県環境財団

当財団で指定管理している千葉県いすみ環境
と文化のさとセンターを紹介しました。セン
ターで展示しているはく製の展示と動物クイ
ズを行いました。

浄化槽の仕組みがわかる模型や、景品付きク
イズで楽しく水環境を学びました。専門家が
日頃の疑問にお答えする相談コーナーも設置
しました。

千葉県立茂原高等学校Team茂高街塾
サーキュラーエコノミー推進Team

回収したペットボトルキャップと海洋プラゴ
ミを再生したプラスチックを利用した、啓蒙
商品、リユーザブル先割れスプーン『未来を
変えるCapoon‼』と、ペットボトルホルダー
兼スマホスタンド『プラクルホルダー』を販
売しました。茂原市内で開始された、ペット
ボトルキャップ回収活動等のマテリアルリサ
イクルの啓蒙活動。

12.つくる責任つかう責任

千葉県立長生高等学校 サイエンス部

昨年から取り組んでいる長生村の湿地調査や、
社会の衛生環境の改善を目指す「お掃除プロ
ジェクト」など、長生高校サイエンス部の日々
の活動を紹介しました。

千葉県 下水道課
【公財)千葉県下水道公社と共同出展】

cエコネコ◯つやまあきひこ

7.エネルギーをみんなに
　　　　　 そしてクリーンに

8.働きがいも経済成長も

9.産業と技術革新の基盤をつくろう

11.住み続けられるまちづくりを

cエコネコ◯つやまあきひこ



11 12

会場出展 会場出展

PRIYO handicrafts

バングラデシュ製のフェアトレード事業を通
して「作る人」「使う人」「みんなの環境」を守
る製品作りを目指しています。現地の人々の
生活向上を図り、環境保全に寄与する製品開
発や情報発信を通して日本の消費者に途上国
における社会問題と地球環境に配慮したライ
フスタイルを提案しています。

みどり産業株式会社

「食べ残しが野菜になるまで」では、食の循
環を体験的に学びました。食品リサイクル堆
肥に触れる体験を通じて、循環型農業や資源
活用の大切さを体験。「へんしん！リサイク
ル工作ひろば」では、廃材を使った創造的な
工作を楽しみながら、リサイクルの多様性や
廃棄物の価値を考えました。

千葉県 循環型社会推進課

３Rやバイオマスの利活用等、循環型社会の
推進に関する取組を体験ゲーム等を通して紹
介しました。

千葉県消費者センター

すごろくを楽しみながら消費生活についての
知識を身に付ける子供向けボードゲーム「し
っかりさんになろうゲーム」を実施しました。
また、消費者啓発に関する資料の配布・パネ
ルの展示をしました。

一般社団法人千葉県産業資源循環協会

「モノが生まれ変わる様子を見に行こう！」
をテーマにＤＶＤを上映し、解体した家屋か
ら出る木材のリサイクルについて学びました。
また、参加者に産業廃棄物で作った線引きと
シャープペンシルををプレゼントしました。

明治大学 商学部水野勝之ゼミナール

金魚流通の中でのライフロスについて調査し、
規格外等の金魚を活用した金魚すくいを報告。
処分される金魚を減らし、命の大切さを伝え
る教育機会を作る。被災地の金魚の活用によ
り、地域経済・復興も支援。廃棄削減・観光
活性化に貢献する取り組みを発表しました。

(一社）日本プラスチック食品容器工業会

私達の身近なところで使われ、軽くて丈夫、
安心安全、衛生的に保護・保存出来ると共に、
食品流通・輸送にも欠かせないプラスチック
食品容器を紹介しました。プラスチックの成
形実演、そして体験もしてもらいました。

千葉市消費生活センター

「エシカル消費や悪質商法に関するクイズ」や
「１００ｇ当てゲーム」を実施しました。また、
エシカル消費に関するパネルの展示や消費生
活センターの啓発品を配布しました。

ライオン（株）千葉工場

環境活動の取り組みについてエコアンケート
を行いながら、PR活動をしました。

ちばやち手芸部orutoco.co

誰もが着た経験のある学生服の奥の深さを知っ
てもらい、使えなくなった学生服やランドセ
ルを利用して新しいアイテムをつくり、次に
使いたい方へ引き継いでいます。

千葉スーパーウォール会

千葉スーパーウォール会は、「健康、快適、
安心、安全な暮らしの提供を通じて関わる全
ての人を幸せにすること」をミッションに掲
げ、それぞれの地域で良い家を建て続けるこ
とで、地域に必要とされる住宅会社を目指し
ています。

屋内ブースにて、地球温暖化対策体験コンテ
ンツ、地球温暖化対策に関する動画の上映や
パネルの展示、クリアファイル、リーフレッ
ト等の配布を行いました。また、屋外では、
県の公用車として使用している燃料電池車
「MIRAI」等の展示や、次世代自動車の乗り
心地を体験できる試乗会を開催しました。

首都圏CCS株式会社

千葉県内でカーボンニュートラル実現に不
可欠なCCS（二酸化炭素回収・貯留）の可能
性調査を行う弊社の事業紹介しました。
「CCSってなに？」「首都圏CCSってなに？」
「どのような事をしているの？」などなど、
分かりやすくお伝えしました。

現在活動している６つの主なジャンル「環境
マネジメントシステム支援センター」「環境
学習センター」「水環境対策センター」「地球
温暖化対策センター」「廃棄物対策センター」

「うちエコ診断」に新しく「生活環境」を加え、
各テーマにつき超長期から喫緊な問題まで取
り上げて提示、気付きから議論を試みました。

環境カウンセラー千葉県協議会

開放型炭化器を用いた竹や剪定枝の炭化資源
化モデルとバイオ炭による温室効果ガス削減
モデルを紹介しました。また手順が煩雑なた
め今まで小規模な活動では実装できなかった
温室効果ガス削減量の可視化をよりシンプル、
簡素に実行できるメソッドと開発中の可視化
アプリケーションの概要を紹介しました。

温室効果ガス削減推進市民ネットワーク（G-RED）

市原市

県営林における緑の循環認証会議（SGES）に
よる国際森林認証取得の取組紹介や、CSR活
動の一環として森林整備活動を行う企業等に、
活動の場として県有林を提供する「法人の森
事業」のパネル展示、活動企業等の紹介を行
いました。

千葉県 森林課

クリングシェルターや緑のカーテン事業、再
生可能エネルギーの導入など、市原市が行っ
ている様々な活動を紹介しました。

〇気候変動による影響や適応策について学べ
　るデジタルコンテンツ等の体験・展示
〇気候変動適応などに関するリーフレットの
　配布

千葉県環境研究センター 企画情報室

千葉県 温暖化対策推進課／
千葉県オールトヨタ

佐倉市気候変動適応センター・
気象庁銚子地方気象台

様々な分野における気候変動の影響やそれに
対する適応策、佐倉市気候変動適応センター
の活動内容の紹介を行いました。また、千葉
県内の観測データにより、作成した最新の気
候変化（観測結果）や千葉県のこれからの気候
の変化（将来予測）に関するパネル展示や関連
パンフレットの配布などを行いました。

千葉県地球温暖化防止活動推進センター/
千葉県地球温暖化防止活動推進員

ノートパソコンを用いた家庭の省エネ簡易診
断、および「デコ活」への行動変容調査を行う
とともに、各地区での千葉県地球温暖化防止
活動推進員の活動をパネルなどで紹介し、各
種ツールを使った温暖化防止の啓発活動を行
いました。

cエコネコ◯つやまあきひこ

cエコネコ◯つやまあきひこ

13.気候変動に具体的な対策を
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